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⑥ ア ァ テディ ター ン (お 管 り ) : 





@ イ ァ ティ カー フ と は : 男女 と も 各々 決ま っ た 形 に 従っ て 、 至 高 の ア ッ ラ 
ー へ の 服従 行為 と し て モス ク に 留まる こと で す 。 





@ イア ディ カー プ は 至 吉 の アッ ラー へ の イベ バー ゲ ダ (上 祭 拝 行為 ) と 、 か れ と 
の 交流 の た め に 自ら を 東 縛 し 、 被 造物 と の 関係 を 一 旦 絶ち ます 。 そ し て 偉大 か つ 荘 厳 な 
る アッ ラー の メン クル ( 念 唱 ) の 障壁 と な る よう な 全て の こと か ら 、 心 を 解き 放つ の で 
す 。 





… イ ァ ティ カー フ の 位置 づけ : 





イア ティ カー フ は いつ で も 行う こと が 出来 、 サ ウム 抜き で も 有効 で す 。 ま た イア ディ カ 
ー フ を する 故 い を 立て た ら 、 そ れ を 遂行 する こと が 義務 と な り ま す 。 ラ マダ ー ン 月 の イア ァ 
ティ カー フ は スン ナ で す が 、 そ の 中 で も 最後 の 10 日 間 の それ は より 推奨 され て いま す 。 

イア デイ カー フ を する に あたっ て は 、( マ ッ カ の ) ハラ ー ム ・ 和 宅 ス ク か (マデ ィ ー チ の) 
預言 者 モス ク 、 あ る い は (エル サレ ム の ) アル テア クサ ー・ モ スク が 他 の モス ク で の それ 
より も 優れ て いま す が 、 も し ハラ ー ム ・ モ スク な ど 階 位 の 高い モス ク で イ ァ ティ カー フサ す 
る と 決め た 場合 は 、 そ の 代わ り に その 他 の モス ク で それ を 遂行 する こと は 出来 ませ ん 。 し 
か し も ゃ も し 階 位 の 低い モス ク で イ ァ ティ カー フ す る こと を 決め た 場合 は 、 そ の 後に それ より 
高い 随 位 の モス ク で の イ ァ ティ カー フ に 変更 する こと が 出来 ます 。 

















@ イ ァ テア ティ カー フ を 有効 な も の と する た め の 諸 条件 と し て : 居 劉 す る モス 
ク が 、 金曜 礼拝 の 行わ れる モス ク で な く て は いけ ませ ん 。 サ ウム を 随伴 する こと が より 
望ま し く 、 グ スグ を 要する よう な 大 き な 汚 れ の 状態 に ある 者 や 月 経 中 、 あ る い は 産後 
の 出血 が 見 られ る よう な 者 は イ ァ ティ カー フ す る こと が 出来 ませ ん 。 但し アス デア ハー 
タ * の 状態 に ある 者 は 、 イ ァ テ ィ カ ー フ する こと が 可能 で す 。 











@ 最良 の 葵 スク は (マッ カカ の) ハラ テー ム ` 年 スク で 、 そこで の ダダ ー ( 鍋 
拝 ) は 通常 の モス ク で の それ の 100000 倍 の 報 所 が あり ます 。 そ れ に 次 ぐ の が (マデ ィ 
ー ナ の ) 疾 言 者 モス ク で 、 そ こ で の ダダ ー (礼拝 ) は 通常 の モス ク で の それ の 1000 倍 
の 報奨 が あり ます 。 そ し て その 次 に 来る の が (エル サレ ム の ) アル テア クサ ー・ モ スク 
で す が 、 そ こ で の ダラー (礼拝 ) は 通常 の モス ク で の それ の 250 倍 の 報奨 が あり ます 。 














| 訳者 注 : 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 全身 の 洗浄 。 
2 訳者 注 : 月 経 に に る も の で は な い 、 出 血 の こ と 。 


参 ダラ テー (礼拝) や イ ァ ティ カー フ を 前 述 の 3 つの モス ク の 内 の どれ か で 
する と 故 っ た 者 は 、 既に 説明 し た よう な 階 位 の 順序 を 遵守 し て 行わ な けれ ば な り ま せん 。 
一 方 それ 以外 の モス ク で サラ ー や イ ァ ティ カー フ を する と 碑 っ た 者 は 、 イ スラ ー ム 法 的 
に 特別 な 相違 が な い 限り 、 ど この モス ク で も そう する こと が 出来 ます 。 








@ イ ァ ティ カー フ の 始ま り と 終わ り : 


1 一 ある 時 期 に イ ァ ティ カー フ す る と 故 っ た 者 は 、 そ の 期間 の 最初 の 晩 の 日 没 前 に モス ク 
に 入る よう に し ます 。 そ し て 出る 時 は 、 最 後 の 日 の 日 没後 に 出る よう に し ます 。 そ し て 例 
と し て この よう に 言い ます :「 ラ マダ ー ン 月 の 1 週間 、 イ ァ テ ィ カ ー フ する こと を 自ら に 課 
し ます 。」 














2 一 ラマ ダー ン 月 の 最後 の 10 日 間 に イ ァ テ ィ カ ー フ し よう と する 者 は 、 ラ マダ ー ン 月 21 
日 目 の 晩 の 日 没 前 か ら モ スク に 入り ます 。 そ し て ラマ ダー ン 月 の 最後 の 日 の 日 没後 に 、 モ 
スク を 出 ま す 。 








@ イ ァ ティ カー フ す る 者 が 行う こと : 


イ ァ ティ カー フ す る 者 は 、 ク ルアー ン の 読 論 や ズ ィ アク ( 念 唱 ) 、 が ゥ デー (祈願 ) 、 
俳 の 赦し を を うこ と 、 任意 の ダテ ー (礼拝 )、 タ ハッ ジュ だ な どの あら ゆる イ バ ー ダ ( 代 振 
行為 ) に 専念 し 努力 し た り 、 無 用 な こと に 関す る 言動 を 民 ん だ りす る こと が 推奨 され て い 
二 9 





@ イ ァ ティ カー フ す る 者 は 用 便 や ウゥ ー、 金 曜 礼拝 、 飲 食 、 病 人 の お 見 
舞い 、 両 親 や 親戚 な ど 本 人 に と っ て 義務 性 を 帯び る 葬儀 の 礼拝 へ の 参列 な ど に お いて 、 
モス ク か ら 外 出す る こと を 許さ れ て いま す 。 











稚 女性 は イ ァ ティ カー フ 中 の 夫 を 訪問 し 、 会 話す る こと が 出来 ます 。 ま た 
家族 や 友人 な ども 同様 で す 。 
() イア ティ カー フ す る に 最適 な 時 期 : 





3 訳者 注 : 深夜 に 任意 で 行う 礼拝 。 普 通 は 一 旦 寝 た 後に 、 そ の た め に 深夜 に 起き 上 が っ 
て する 礼拝 の こと を 言い ます 。 一 方 キャー ム ・ ア ッ ニ テラ イル (夜中 に する 任意 の サラ ー) 
は も っ と 広い 意味 で 用 いら れ 、 夜 全般 NMM 

4 訳者 注 : イスラーム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心 身 の 清浄 化 を 意 
図 し た 体 の 各部 位 の 洗浄 。 








イ ァ ティ カー フ す る に 最適 な 時 期 は 、 ラ マダ ー ン 月 の 最後 の 10 日 間 で す 。 そし て イ ァ テ 
ィ カ ー フ を 10 日 間 完 有 遂 す る と 紗 っ て いな い 限 り 、 そ れ を 中 断 し た り 、 そ の うち の 何 日 間 か 
を 抜か し た り し て も 問題 は あり ませ ん 。 





二 ラマ ダー ン 月 の 最後 の 10 日 間 に イ ァ テ ィ カ ー フ する こと は 、 男 女 の 別 な 
く ス ン ナ で す 。 


アー イシ ャ (彼女 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 
祝福 と 平安 あれ ) は 至高 の アッ ラー に 魂 を 召さ れる まで 、 ラ マダ ー ン 月 最後 の 10 日 間 の イ 
アァ ティ カー フ を 欠か し ませ ん で し た 。 そ し て 彼 の ( 死 ) 後 、 彼 の 妻たち も イ ァ ティ カー フ 
を 痛め 示し た だ 。 (デア ルー デバ ハー リー と ムズ リム の 伝承 9 











@ 女性 は 後見 人 の 許可 を 得 、 月 経 や 産後 の 出血 か ら 清 浄 な 状態 で あり 、 か 
つ そ うす る こと で 何 も 問 題 が 起き な いよ うな 環境 が 整っ て いる の で あれ ば 、 モス ク で イ 
アァ ティカ ー フ する こと が 出来 ます 。 そ の 間 は 男性 を 避け 、 女 性 専用 の 場所 に 留まら な け 
れ ば な り ま せん 。 











@ 用 事 も な く 外出 し た り 、 性 交 し た り 、 径 教 し た り 、 本 町 状態 に な っ た り 、 
ある い は 女性 に 月 経 や 産後 の 出血 が 見 られ た り し た ら 、 イ アァ ティ カー フ は 無効 と な り ま 
す 。 








@ イ ァ ティ カー フ の 際 に 関わ ら ず 、 男 女 が モス ク で 接 泊 りす る こと は 許さ 
れ て いま す 。 
る ラブ ラム ・ ア ルー テ み が ラク 5 は ラマ ダー ン 月 最後 の 10 日 間 の どれ か に あ た 








り ま す が 、 そ の 内 の 奇数 日 で ある 可能 性 が 高く 、 ま た 27 日 目 で ある 可能 性 が 高い と 言 
お われ て いま すず す 。 ジ マダ ー ン 月 最後 の 10 目 間 に は イア ディ カー ジジ を し 、 ジ イジ ム ・ 之 と 
テア が ルル を 求め て イ バ ー ダ に 励む や の が スン ナ で す 。 








5 ササ ビー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2026)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (1172)。 文章 は アル テ ブ 
ッ ペ パー リー の も の 。 

? 訳者 注 :・「 ラ イラ ト ・ ア ル テ カ ドゥ ル 」 は ラマ ダー ン 月 最後 の 10 日 間 の 内 の どれ か 、 
ある い は 最後 の 7 日 間 の どれ か で ある な ど と いう 伝承 が あり 、 諸 説 あ り ま す 。 ア ッ ラ ー は 
この 夜 、 ア ッ テ ニラ ウフ ・ ア ル テ マ ハフ ー ズ ( 護 ら れ た 碑 板 ) か ら 向 こう 1 年 分 の 諸事 を お 
望み の まま に 定め られ ます が 、 預言 者 ムハンマド ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) 
に クル アー ン を 啓示 され る べく 、 そ れ を アッ テラ ウフ ・ ア ル テ マ ハフ ー ズ か ら 天 の 最 下 層 
に まで 下さ れ た の が この 和 夜 の こと で し た 。 こ の 和 夜 は 天 を 昇り 降り する 天使 で 世界 中 が 満た 
され る と 言わ れ ま す 。 ク ルアー ン 97 章 参 照 の こと 。 





























@ イ ァ ティ カー フ の 期間 : 





イ ァ ティ カー フ は 昼夜 を 問わ ず 、 い か な る 期間 で も 日 数 で も 行う こと が 出来 ます 。 


1 一 ウマ ル ・ ブ ン ・ ア ル テ ハ ッ タ ー プ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 彼 は こ 
う 言 いま し た :「“ ア ッ ラ ー の 使徒 ( 役 に ア ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) よ 、 私 は ジィ ー 
ど グ ーッ 時代 に に 。 ハ アーム > モスク グ で 1 開 イ テテ デ ティカ ニー ツ サ る と と を 衝 い また 8 る さき 
預言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 彼 に こう 言い まし た : “ 維 い を 守る の だ 。“ 
に で は イジ ジイ カー ング し まし もい ( ア デル ニ ョ タンパ ーッ ルー のり の 信 泊 9 

















2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は ラマ ダー ン 月 (最後 ) の 10 日 間 の イ ァ ティ カー フ を 欠か 
し ませ ん で し た 。 但し 彼 の 魂 が 名 され た 年 に は 、 20 日 間 の イア ティ カー フ を し まし た 。」 ( ア 
ルー プペ ハー リー の 伝承 9) 











7 訳者 注 : イス ラー ム 以 前 の 無明 時 代 の こと 。 

『 ビー ジィ アル テー クー リー 0042 リセ デー フッ ハム スル 5 656)。 草 は アル ラニ ジグ 
リュ の の 5 

9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (2044)。 


